
テーマ 子どもが意見を述べる場の提供

区市町村 世田谷区

児童館名 桜丘児童館

活動名 世田谷区子ども夢プロジェクト「サスペンス映画を作ろう！」

目的

・友達同士で意見を出し合う中で、自己発信力を向上させるとともに、相手の意

見を尊重できるようにする。

・一人ひとりに役割を持たせ取り組んでいくことで、仲間と協力して成功させる

達成感を味わえるようにする。

・取り掛かりやすい題材として、日常の中でふれることのある映画を用いること

で、子どもたちの発想力を活かしながらコミュニケーション力や表現力を豊かに

する。

主な対象 小学１年生～６年生１９名

活動の経緯

実践内容

<活動の経緯＞

　平成３１年３月より「夢の木」と称して「児童館のみんなとやってみたい夢」

を書いてもらい館内掲示で発表しました。その後叶えたい夢について話し合いを

し、夢の木に集まったいろいろな夢の中から、叶えてみたいという意見の多かっ

た「サスペンス映画を作りたい」という内容に決定し、４月から１年かけて映画

作りに取り組むことに決定しました。

　

＜活動の内容＞

１、「サスペンス映画を作ろう！」の脚本作りと計画発表会（４月～６月）

　夢プロメンバーを募集し、ストーリーの大枠について意見を出し合う夢会議を

行いストーリーを決定しました。また、週に１回～２回行う会議の中で計画発表

会に向けての準備と脚本づくりを進めました。計画発表会では、映画のイメージ

を子どもたちと共有し、意見を出し合い演出を考え、映画のあらすじを劇仕立て

にして発表しました。

２、映画撮影（７～８月）

　世田谷パブリックシアターから派遣されたプロの方から演技指導をうけ演技力

の向上を図りました。普段よりも解放された子どもたちの様子があり、映画撮影

への意欲を高められました。

　夏休みに入ってからは室内セット、照明、カメラワークを工夫し、何度もテイ

クを重ねながら６月に作った脚本をもとにスケジュールを組んで撮影をしまし

た。長時間にわたる撮影の中、自分ができること、今やるべきことを考えながら

行動する姿が見られ、協力し自分の意見をもって撮影を進めることができまし

た。また、テレビ局を見学させていただき、撮影の裏側映像ができるまでを学び

ました。

３、完成披露試写会に向けて（９～１月）

　映画の宣伝では何が必要かを考え、チラシ、ポスターのデザインづくり、予告

編の撮影を行いました。児童館の子どもまつりでブースを出し、予告編を放映す

ることで一般のお客さんへの周知をしました。

映画本編の編集は参加者の保護者である編集のプロの方に協力していただきまし

た。BGMは子どもたちの意見をもとに決め、映像に音楽を合わせてもらいまし

た。



活動写真

児童館のプロフィール

児童館名 桜丘児童館

運営主体 公設公営

所在地・電話番号 世田谷区桜丘５－１４－１　　　　　/       ０３－３４３９－０６４１

開館日・時間・休館日

（開館日時）火曜日～土曜日、第１・３・５日曜日　午前９時３０分～午後６時

（休館日）月曜日、第２・４日曜日、国民の祝日（５月５日除く）、年末年始

（１２/２９～１/３）

活動の経緯

実践内容

子どもたちとともに行った活動は以下の通りです。

①児童館で叶えたい夢を募集し発表

②映画の脚本つくり

③計画発表会に向けての準備

④映画撮影

⑤編集された映像のチェック、BGM選定

⑥完成披露試写会にむけた準備（チラシ、ポスターデザイン作成等）

⑦完成披露試写会（１月２５日予定）

効果や課題

　「児童館で叶えたい夢」というテーマでの話し合いから始まった子ども夢プロ

ジェクトでは、年間を通しての活動の中で毎回子どもたちが活発に意見を出し

た。その意見を受け入れ、できる限り反映し、子どもたちが夢に向かって活動し

ていくことで、協力することの大切さや、自分たちで何ができるかを考えられる

ようになっていく姿が見られた。子どもたちの夢や意見を実現するために、プロ

の方、保護者や地域の方の協力を得たことで、様々な方に子どもの意見を聞いて

もらうことができ、関係が深まった。様々な大人に自分の意見を聞いてもらう経

験が、子どもたちの積極性につながっていった。

小学校１年生から学校・年齢・性別を超えた活動を行い、仲間意識が芽生えた。

そのメンバーが児童館において夢プロ以外でも様々な行事、活動に参加して児童

館活動の活性化の一翼を担ったことで、日常でも活動の盛り上がりが見られた。

子ども夢プロジェクトの活動を終えた後も、日常的に子どもたちからの意見を取

り入れることを意識し、努めていくことで児童館活動のさらなる盛り上がりに繋

げていくことが今後の課題である。


